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魚
介
類
畜
養
施
設
が

㈱
澄ス

海カ
イ

に
よ
り
再
出
発

美
波
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
誕
生

志和岐魚介類畜養施設

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
（
㈱
サ
ー
ド
ウ
ェ
ー
ブ
、５
０
０
万
円
）

で
、
日
和
佐
公
民
館
の
一
部
を
改
修
し
て
パ
ソ
コ
ン
５
台
を
設
置
、
町
内

在
住
の
中
高
生
を
対
象
に
受
講
生
を
募
集
す
る
。
受
講
内
容
は
、「
Ｉ
Ｔ

ス
キ
ル
学
習
」
で
情
報
通
信
技
術
の
知
識
や
技
術
等
を
学
び
、
資
格
（
Ｐ

検
３
級
合
格
）
習
得
を
目
指
す
。

　
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
は
、
５
人
チ
ー

ム
制
の
戦
略
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
を
通
し

て
戦
略
的
思
考
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

を
図
る
。

　

西
由
岐
公
民
館
改
修
工
事
を
１
１
６
４
万
円
で
本
田
建
設
と
契
約
。
工

事
内
容
は
、
ク
ラ
ッ
ク
、
爆
裂
の
補
修
や
外
壁
塗
装
、
階
段
照
明
器
具
の

設
置
等
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

（
応
援
寄
付
金
）

　

国
が
認
定
し
た
地
方
公
共
団
体

の
地
方
創
生
事
業
に
対
し
企
業
が

寄
付
を
お
こ
な
っ
た
場
合
に
、
最

大
で
寄
付
額
の
9
割
が
軽
減
さ
れ

る
仕
組
み
。

　

今
回
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
普
及
の
た

め
に
寄
付
を
受
け
た
。

美
波
町
立
西
由
岐
公
民
館
改
修

　

９
月
定
例
会
（
令
和
５
年
９
月
６
日
か
ら
９
月
22
日
ま
で
17

日
間
開
催
）
で
は
、
影
治
町
長
か
ら
「
町
政
の
動
き
の
報
告
」

が
あ
り
、
認
定
２
件
、
報
告
４
件
、
指
定
管
理
者
変
更
１
件
、

補
正
予
算
７
件
、
人
事
１
件
、
契
約
２
件
が
提
案
さ
れ
た
。
こ

こ
で
は
、
特
に
注
目
す
る
事
業
を
掲
載
し
ま
す
。

９
月
定
例
会
の
概
要
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株式会社 澄海は、水産物の養殖及び加工
販売等を目的に、令和５年８月に美波町に
おいて設立された会社で美波町恵比須浜字
田井に本店を置く。代表取締役は谷口 毅
氏（写真右）。取締役は濱 隆博氏（写真左）。

　

原
油
価
格
や
物
価
高
騰
な

ど
に
よ
り
厳
し
い
事
業
環
境

に
あ
る
小
規
模
町
内
事
業
者

の
支
援
並
び
に
住
民
の
個
人

消
費
の
喚
起
を
目
的
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

（
３
１
０
０
万
円
）
で
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
で
消
費
喚
起

西由岐公民館

年度 主な工事名 金額（総金額）
令和

4 年度
赤松公民館屋根改修

（他 5 件）
599 万円

（691 万円）

令和
3 年度

木岐白浜公民館
屋根改修等（他 9 件）

648 万円
（3107 万円）

令和
2 年度

志和岐公民館
トイレ改修等（他 6 件）

156 万円
（562 万円）

令和
元年度

西由岐公民館シャッター
取付等（他１件）

197 万円
（229 万円）

500円
発行　美波町

0 0 0 0　-　0 0 

【使用期間】
令和５年11月20日～令和６年１月31日

美波町プレミアム商品券

みほん

1,000円
発行　美波町

0 0 0 0　-　0 0 

使用期間
令和５年11月20日～令和６年１月31日

美波町プレミアム商品券

みほん

　

志
和
岐
地
区
に
在
る
魚

介
類
畜
養
施
設
の
指
定
管

理
者
を
、
由
岐
漁
業
協
同

組
合（
寺
口
英
治
組
合
長
）

か
ら
株
式
会
社
澄
海
（
谷

口
毅
取
締
役
）に
変
更
し
、

施
設
を
未
利
用
魚
な
ど
の

加
工
場
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
で
、
藻
場
の
再
生
や

雇
用
の
創
出
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
目
指
す
。

※
収
益
事
業（
商
品
販
売
）

の
観
点
か
ら
指
定
管
理

料
は
支
払
わ
な
い
。

●過去の公民館改修実績

使用期間は令和６年１月31日まで。
お忘れなく！
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Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
の
維
持
・
存
続
を

国
へ
強
く
要
望

美波町内の６駅

　
Ｊ
Ｒ
四
国
は
、
収
益
が
見
込
め
な
い
牟
岐
線
の
一
部
（
阿
南
〜
阿
波
海
南
区
間
）

を
「
再
構
築
協
議
会
」
で
協
議
を
進
め
た
い
意
向
が
あ
り
、
路
線
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
動
き
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
海
部
郡
3
町
の
議
会
が
足
並
み
を
揃
え
て
国
の
関
係
機

関
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。

木岐駅 田井ノ浜駅 由岐駅

山河内駅 日和佐駅 北河内駅

Ｊ
Ｒ
四
国
「
牟
岐
線
」
の

維
持
・
存
続
を
求
め
る
意

見
書
内
容
【
要
旨
抜
粋
】

1
Ｊ
Ｒ
四
国
の
路
線
維
持
に
向

け
経
営
基
盤
の
安
定
化
の
た

め
、
予
算
・
税
制
面
に
お
い

て
最
大
限
の
支
援
を
行
う
こ

と
。

2
沿
線
の
地
方
自
治
体
が
行

う
、
地
方
鉄
道
の
利
用
促
進

の
た
め
の
取
り
組
み
に
対
す

る
支
援
を
行
う
こ
と
。

3
鉄
道
事
業
者
の
届
出
に
よ
り

事
業
廃
止
が
で
き
る
現
行
の

鉄
道
事
業
法
に
つ
い
て
、
地

域
に
お
け
る
鉄
道
の
利
用

促
進
の
取
り
組
み
や
鉄
道

の
廃
止
に
伴
う
影
響
を
国

が
評
価
す
る
な
ど
、
安
易

に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
国
、
地
方
自
治
体

が
関
与
で
き
る
見
直
し
を

行
う
こ
と
。

4
地
方
鉄
道
の
維
持
や
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
輸
送
密

度
や
営
業
収
益
等
の
経
済

効
率
性
に
拘
っ
た
存
廃
の

議
論
と
な
ら
な
い
よ
う
国

が
主
体
的
に
関
与
す
る
制

度
を
構
築
す
る
こ
と
。

5
地
方
鉄
道
の
維
持
等
を

議
論
す
る
場
合
、
利
用
が

少
な
い
路
線
を
対
象
に
地

域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
あ
り
方
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
国
に
お
い
て
今

後
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

全
体
の
方
向
性
を
示
す
こ

と
。

（
提
出
先
）

内
閣
総
理
大
臣　

総
務
大
臣

財
務
大
臣　

国
土
交
通
大
臣

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長

【
令
和
５
年
９
月
22
日
提
出
】
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各議員の賛否（賛否の分かれた議案） 議長…－　賛成…○　反対…╳　欠席…欠　除斥…除

議員名（議席番号順）

議　案

鈴
木
健
宏

北
山
朝
彦

中
川
尚
毅

松
本
晋
児

岩
瀬　

公

片
山
正
敏

戎
野　

博

遊
亀
聖
悟

春
田
裕
計

小
部
博
正

丸
龍
孝
敏

向
山
篤
宏

結果

発 議 第2号 議会議員政治倫理条例の一部改正 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 − 〇 〇 〇 可決

請 願 第1号 ｢生活保護基準の引き上げを求める｣ 請願 × 〇 〇 × × × 〇 × − × × × 不採択

※議案の名称は短縮してあります。

人
権
擁よ

う
護ご

委
員
交
代

　

８
期
24
年
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
、

濱
高
マ
ユ
ミ
氏
の
退
任
に

伴
い
、
本
田
明
美
氏
の
推

薦
に
同
意
し
た
。

　

本
田
氏
は
、
明
朗
誠
実

な
人
柄
で
地
域
の
実
情
に

精
通
し
、
平
成
６
年
か
ら

「
海
部
郡
少
年
を
非
行
か

ら
守
る
会
」
の
会
員
で
、

現
在
は
由
岐
支
部
会
長
と

し
て
活
動
し
て
い
る
。

第３回定例会　各議員の賛否（全会一致の議案）
議　　　　案

認定第 1号 R4年度公営企業会計決算の認定

認定第 2号 R4年度歳入歳出決算の認定

議案第57号 魚介類畜養施設の指定管理の変更

議案第58号 R5年度一般会計補正予算

議案第59号 R5年度国民健康保険事業会計補正予算

議案第60号 R5年度簡易水道事業会計補正予算

議案第61号 R5年度漁業集落排水事業会計補正予算

議案第62号 R5年度介護保険事業会計補正予算

議案第63号 R5年度国民健康保険診療所会計補正予算

議案第64号 R5年度後期高齢者医療会計補正予算（第1号）

議案第65号 人権擁護委員の推薦

議案第66号 R5〜7年度カレッタ改修工事請負契約

議案第67号 R5年度寺前排水区開渠整備工事請負契約

発議第 3号 ｢牟岐線｣の維持･存続の意見書

発議第 4号 議会改革検討･推進特別委員会の設置

※議案の名称は短縮してあります。
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ここでは、令和４年度美波町決算審査における監査委員審査意見（一般会計、特別会計、企業会計）
での重要な指摘事項について掲載します。

未納債権に滞納プロジェクトチームで処理促進を

〈
監
査
意
見
〉

　

債
権
管
理
に
つ
い
て
は
、

多
額
な
未
納
債
権
処
理
を
滞

納
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

処
理
促
進
を
図
る
よ
う
指
摘

し
て
き
た
。
現
在
、
債
権
管

理
条
例
や
債
権
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
整
備
さ
れ
研
修
、
検

討
会
は
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
な
未
納
債
権
処
理
の

手
続
き
な
ど
の
習
得
が
図
ら

れ
ず
各
課
バ
ラ
バ
ラ
で
統
一

さ
れ
て
い
な
い
。

　

租
税
債
権
の
強
制
徴
収

は
、
債
権
を
時
効
に
よ
り
消

滅
さ
せ
る
こ
と
は
町
財
政
に

与
え
る
影
響
が
大
き
い
た

め
、
早
期
に
差
し
押
さ
え
な

ど
の
時
効
中
断
措
置
を
講
ず

る
よ
う
厳
し
く
注
意
し
た
と

こ
ろ
、
今
回
の
決
算
審
査
に

お
い
て
も
時
効
消
滅
の
議
案

は
発
生
し
て
い
る
が
、
差
し

押
さ
え
を
４
件
実
施
し
て
お

り
進
展
が
見
ら
れ
た
。

特別会計（収入未済の状況） （単位：万円）

区　　分 調定額 収入済額 不納
欠損額

収入
未済額

国民健康保険事業 86,688 85,432 106 1,150

育英奨学金貸付事業 3,595 3,588 0 7

簡 易 水 道 事 業 4,834 4,411 0 423

公 共 下 水 事 業 37,339 37,300 7 32

介 護 保 険 事 業 123,456 123,183 85 188

後 期 高 齢 者 医 療 17,195 17,092 0　 103

合　計 273,107 271,006 198 1,903
（１万円未満は切り捨て）

町税等（収入未済の状況） （単位：万円）

区分 調定額 収入済額 不納
欠損額

収入
未済額

町民税
個人 20,468 20,023 30 415
法人 2,268 2,238 0 30
合計 22,736 22,261 30 445

固定資産税 22,995 21,616 178 1,201
軽自動車税 2,618 2,468 14 136

合　計 48,349 46,345 222 1,782
（１万円未満は切り捨て）

【
収
入
未
済
額
と
は
】

　

予
定
さ
れ
る
収
入

金
額
に
対
し
、
出
納

閉
鎖
日
の
５
月
末
日
ま
で
に
収
納

さ
れ
な
か
っ
た
金
額
。

【
不
納
欠
損
額
と
は
】

　

督
促
等
を
行
っ
た
債
権

が
、
時
効
消
滅
な
ど
の
理

由
に
よ
り
徴
収
で
き
な
い

金
額
。
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経営改善で住民医療の確保へ
〈
監
査
意
見
〉

　

美
波
病
院
事
業
で
、
当

期
純
損
失
が
入
院
収
益

の
増
加
と
給
与
費
の
減

少
で
８
６
２
万
円
（
前
年

４
６
８
２
万
円
）
と
大
幅
に

圧
縮
さ
れ
た
。

　

今
後
、
人
口
減
少
で
外
来

患
者
や
入
院
患
者
の
減
少
が

見
込
ま
れ
、経
営
継
続
に
は
、

経
費
節
減
の
ほ
か
可
能
な
限

り
療
養
医
療
型
及
び
療
養
介

護
型
病
床
の
導
入
検
討
を
行

い
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
再
構
築
に
も
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

　

日
和
佐
診
療
所
は
、
一
般

会
計
か
ら
毎
年
約
１
億
円
の

繰
り
入
れ
が
あ
り
、
今
後
の

経
営
維
持
に
は
、
抜
本
的
な

改
革
が
必
要
な
時
期
に
き
て

い
る
。
合
併
当
時
と
比
べ
道

路
整
備
も
改
善
さ
れ
、
同
規

模
の
病
院
と
診
療
所
を
併
設

す
る
意
義
も
少
な
い
。
住
民

医
療
の
確
保
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
美
波
病
院
と
日
和
佐

診
療
所
の
関
係
を
見
直
す
必

国民健康保険診療所会計の一般会計等からの繰入状況 （単位：万円）

令和４年度 令和３年度 繰入金
増減歳入決算額 繰入金 構成比（％） 歳入決算額 繰入金 構成比（％）

26,161 10,643 40.7 28,043 10,574 37.7 69

診療所会計は、阿部診療所と日和佐診療所です。
（１万円未満は切り捨て）

美波病院　経常損益の推移 （単位：万円）

区　　分 経常収益 経常費用 経常損益
自己収益 一般会計

繰入金

平成30年度 72,919 50,333 22,586 83,149

令和元年度 76,663 53,854 22,809 84,911 △ 8,247

令和２年度 76,280 50,296 25,984 82,360 △ 6,078

令和３年度 75,631 48,268 27,363 80,705 △ 5,073

令和４年度 77,810 49,984 27,826 79,063 △ 1,252
（１万円未満は切り捨て）

要
が
あ
る
。

　

国
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
に

公
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
を

策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
引
き
続
き
経
営
改
善
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

【
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
と
は
】

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で

医
療
・
介
護
・
福
祉
等

の
生
活
支
援
を
一
体
的

に
提
供
す
る
体
制
。
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◆ 

議
長
・
議
員
の
主
な
活
動
状
況 

◆

（
令
和
５
年
６
月
定
例
会
後
～
令
和
５
年
９
月
定
例
会
）

６
月
23
日　

町
戦
没
者
追
悼
式
に
議
員
出
席

７
月
３
日　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会　

給
食
セ
ン

タ
ー
の
給
食
調
理
の
停
止
に
つ
い
て

10
日　

徳
島
県
南
部
地
区
四
国
横
断
自
動

車
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

（
阿
南
市
）
議
長
が
参
加

11
日
～
８
月
22
日　

議
会
広
報
特
別
委
員

会　

議
会
だ
よ
り
63
号
編
集
作
業

（
全
４
回
）

14
日　

一
般
国
道
55
号 

･
阿
南
安
芸
自

動
車
道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総

会
（
高
知
県
田
野
町
）
議
長
が
参

加

15
日　

日
和
佐
う
み
が
め
祭
り
に
姉
妹
都

市
香
川
県
三
豊
市
一
行
の
来
町
、

議
長
・
副
議
長
・
総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
長
が
応
対

26
日　

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

促
進
四
国
東
南
部
連
盟
に
よ
る
四

国
地
方
整
備
局
（
高
松
市
）
へ
要

望
活
動
、
議
長
が
参
加

28
日　

防
災
高
台
対
策
特
別
委
員
会
と
総

務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
が
、
道

の
駅
い
た
の
・
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
板
野
町
）
等
視
察

８
月
１
日　

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

促
進
四
国
東
南
部
連
盟
に
よ
る
国

土
交
通
省
要
望
活
動
（
東
京
都
）

議
長
が
参
加

２
日　

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総

会
（
徳
島
市
）
議
長
が
出
席

10
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会　

付
託
さ

れ
た
請
願
に
つ
い
て
審
議

全
員
協
議
会　

う
み
が
め
博
物
館

カ
レ
ッ
タ
改
修
工
事
他
の
説
明

12
日　

香
川
県
三
豊
市
の
た
く
ま
港
祭
り

に
副
議
長
・
総
務
産
業
建
設
常
任

委
員
長
が
参
加

29
日　

町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク（
東
京

都
）議
会
広
報
特
別
委
員
等
が
参
加

30
日　

議
会
基
本
条
例
の
勉
強
会
（
早
稲

田
大
学
）
議
員
が
参
加

31
日　

議
会
運
営
委
員
会　

第
３
回
定
例

会
の
議
事
日
程
に
つ
い
て

全
員
協
議
会　

特
定
地
域
づ
く
り

事
業
協
同
組
合
制
度
他
３
件

文
教
厚
生
常
任
委
員
会　

付
託
さ

れ
た
請
願
に
つ
い
て

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会　

赤

松
地
区
水
道
水
濁
り
問
題
他
１
件

９
月
１
日　

徳
島
県
総
合
防
災
訓
練
（
海
陽

町
）
議
員
が
参
加

老朽送配取り換えで有収率向上へ
〈
監
査
意
見
〉

　

水
道
事
業
で
、
令
和
4
年

度
の
老
朽
配
管
取
り
換
え
が

十
分
に
図
ら
れ
て
な
い
中
、

昨
年
10
月
、
赤
松
地
区
で
水

道
へ
の
鉄
さ
び
混
入
問
題
が

発
生
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
対
策

の
ほ
か
、
水
道
管
老
朽
化
問

題
は
、
有
収
率
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
安
心
・

安
全
で
安
定
的
な
飲
料
水
供

給
の
ほ
か
、
更
な
る
有
収
率

向
上
に
向
け
老
朽
送
配
水
管

の
取
り
換
え
を
最
重
要
課
題

と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
い
。

【
有
収
率
と
は
】

　

住
民
が
使
っ
た
水
の

総
量
（
有
収
水
量
）
を

配
水
量
で
割
っ
た
率
。
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1
赤
松
水
道
の
老
朽
化
改
善
計
画
は

片
かた

山
やま

　正
まさ

敏
とし

議員録画配信中

質
　
問

　
赤
松
地
区
の
老
朽
化
し
た
水

道
の
更
新
、
整
備
計
画
等
、
対

応
方
針
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

●
答
弁
　
住
田
水
道
課
長

　

本
年
度
、
送
配
水
管
５
８
２

メ
ー
ト
ル
の
更
新
を
行
い
、
次

年
度
以
降
昭
和
47
年
に
布
設
し

た
、
遠
野
・
野
田
・
上
阿
地
屋

の
配
水
管
２
，
５
０
０
メ
ー
ト

ル
に
つ
い
て
、
水
源
地
に
近
い

部
分
よ
り
順
次
更
新
す
る
計
画

で
あ
る
。 順

次
更
新
す
る

答弁

質
　
問

　
上
下
水
道
料
金
に
つ
い
て
、

徴
収
コ
ス
ト
の
低
減
と
徴
収
率

の
向
上
の
た
め
、
一
括
で
徴
収

し
て
は
ど
う
か
。

●
答
弁
　
住
田
水
道
課
長

　

一
括
納
付
に
つ
い
て
は
検
討

す
る
課
題
が
多
く
あ
る
の
で
、

今
後
、
徴
収
率
の
向
上
と
併
せ

て
研
究
を
進
め
る
。

掲載順は登壇順でない場合があります。

片山議員 ①赤松水道の老朽化改善計画は p9

小部議員 ①乙姫米栽培の推進は
②日和佐図書・資料館展示の改善を p10

中川議員
①地域担当職員制度は進んだか
②町営住宅の水洗化を
③補聴器の負担軽減を

p11

３議員が町政をチェック

議会の様子がホームページで見ることができます。
美波町議会の議案審議、一般質問、議事録をインターネット上で簡単に視聴することができます。

※一般質問は質問者横の QR コードから動画再生ができます。※視聴には通信料がかかりますのでご注意ください。

①表紙または右のQRコードの読み取り、もしくは「美波町議会」と検索。
②「インターネット中継」➡「録画配信はこちらから」をクリック。
③「令和５年」➡９月定例会→日付選択➡動画再生
＊過去の動画も見られます。



10

美波町議会だより 第64号一 般 質 問

今
後
も
取
り
組
む

答弁 1
乙
姫
米
栽
培
の
推
進
は

小
こ

部
べ

　博
ひろ

正
まさ

議員録画配信中

質
　
問

　
農
業
に
お
い
て
は
肥
料
や
燃

料
・
資
材
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、

小
規
模
な
稲
作
だ
け
で
は
採
算

が
合
わ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
第
３
次
美
波
町
総
合
計
画

の
基
本
政
策
の
中
に
は
「
高
付

加
価
値
や
販
路
の
拡
大
な
ど
を

図
る
こ
と
で
第
１
次
産
業
の
活

性
化
を
目
指
す
」
こ
と
が
示
さ

れ
て
お
り
、
美
波
町
過
疎
地
域

持
続
化
発
展
計
画
に
お
い
て
も
、

そ
の
高
付
加
価
値
商
品
と
し
て

乙
姫
米
の
栽
培
の
推
進
が
示
さ

れ
て
は
い
る
が
、
今
後
ど
う
推

進
し
て
い
く
の
か
。

●
答
弁
　
岸
本
産
業
振
興
課
長

　

令
和
５
年
度
、
２
０
７
戸
の

稲
作
生
産
農
家
の
う
ち
、
乙
姫

米
生
産
農
家
数
は
28
戸
と
減
少

し
て
は
い
る
が
、
近
年
で
は
稲

穂
の
高
さ
が
低
く
栽
培
し
や
す

い
品
種
「
あ
き
さ
か
り
」
の
栽

培
も
増
え
て
き
て
い
る
。

　

高
齢
化
に
よ
る
生
産
者
の
減

少
が
進
む
現
状
だ
が
、
農
薬
や

肥
料
を
低
減
し
た
特
別
栽
培
米

「
乙
姫
米
」
の
促
進
、
並
び
に

第
一
次
産
業
の
担
い
手
確
保
、

所
得
の
安
定
に
向
け
、
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
の
活

用
や
Ｊ
Ａ
か
い
ふ
と
も
連
携
し

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
改
善
を
検
討
す
る

答弁 2
日
和
佐
図
書
・
資
料
館
展
示
の
改
善
を

質
　
問

　
資
料
室
（
２
階
）
の
展
示
は
、

１
９
９
１
年
の
開
館
以
来
、
農

機
具
や
民
具
な
ど
の
民
俗
資
料

や
パ
ネ
ル
展
示
が
何
年
も
展
示

さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
が
、

日
和
佐
浦
地
区
な
ど
は
古
来
よ

り
漁
村
集
落
で
あ
り
、
藩
政
時

代
に
は
廻
船
業
の
拠
点
と
し
て

発
展
し
て
き
た
経
緯
も
あ
る
。

ま
た
「
日
和
佐
御
陣
屋
」

が
鞆
浦
か
ら
移
転
さ
れ
て

以
降
は
、
政
治
的
な
中
心

地
で
も
あ
っ
た
。

　
近
代
に
お
い
て
は
、
九

州
出
漁
か
ら
始
ま
っ
た

「
以
西
底
引
網
漁
業
」
の

発
展
に
よ
り
漁
業
の
町
と

し
て
栄
え
て
き
た
歴
史
も

あ
り
、
現
状
の
資
料
展
示

内
容
で
は
日
和
佐
地
区
の

歴
史
・
文
化
を
学
ぶ
と
い

う
役
割
を
果
た
せ
て
お
ら

ず
、
本
来
展
示
ス
ペ
ー
ス

の
一
角
も
収
集
品
の
倉
庫
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
に
縮

小
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

　
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
や
、

展
示
内
容
を
改
善
し
て
い
く
考

え
は
あ
る
か
。

●
答
弁
　
寺
内
教
育
長

　

現
在
は
、
明
治
か
ら
昭
和
40

年
頃
の
農
業
や
庶
民
生
活
に
ま

つ
わ
る
資
料
を
収
集
・
展
示
し

て
い
る
た
め
、
商
業
、
政
治
、

漁
業
に
関
し
た
展
示
内
容
に
は

な
っ
て
い
な
い
。

　

今
後
、
保
管
資
料
の
移
転
先

を
確
保
す
る
な
ど
、
展
示
ス
ペ

ー
ス
の
拡
大
が
図
れ
た
ら
資
料

室
全
体
的
な
展
示
を
検
討
し
て

い
く
。

　

現
状
で
の
対
応
と
し
て
は
、

資
料
室
内
の
壁
に
パ
ネ
ル
展
示

を
行
っ
た
り
、
常
設
展
示
で
は

な
い
が
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
活

用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

日和佐図書・資料館

資料室

乙姫米
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改
修
予
定
は
な
い

答弁

現
補
助
以
外
は
考
え
て
い
な
い

答弁 2
町
営
住
宅
の
水
洗
化
を

3
補
聴
器
の
負
担
軽
減
を

質
　
問

　
公
営
住
宅
法
の
第
１
条
で
、

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む

に
足
り
る
住
宅
を
整
備
し
て
、

低
所
得
者
に
低
廉
な
家
賃
で
貸

し
、
国
民
生
活
の
安
定
と
社
会

福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
と
目

的
を
掲
げ
て
い
る
。
町
営
住
宅

を
水
洗
化
す
る
べ
き
だ
。

質
　
問

　
聞
こ
え
に
く
い
と
、
認
知
症

に
な
り
や
す
い
、
事
故
に
遭
い

や
す
い
、
会
話
が
難
し
い
な
ど

生
活
の
質
に
か
か
わ
る
。
負
担

を
軽
く
す
る
た
め
に
補
聴
器
に

対
し
て
補
助
制
度
は
な
い
か
。

難
聴
者
の
数
は
つ
か
ん
で
い
る

か
。

1
地
域
担
当
職
員
制
度
は
進
ん
だ
か

中
なか

川
がわ

　尚
なお

毅
き

議員録画配信中

質
　
問

　「
高
台
に
団
地
計
画
実
現
の

道
遠
く
」、「
住
民
主
導
、
財
源

難
で
中
断
」
と
徳
島
新
聞
に
載

っ
た
。
地
籍
調
査
後
の
見
通
し

は
あ
る
か
。
避
難
施
設
は
ど
う

す
る
の
か
。
仮
設
住
宅
の
戸
数

や
建
設
候
補
地
を
掴
ん
で
い
る

か
。
地
域
担
当
職
員
の
検
討
は

ど
う
か
。

●
答
弁
　
前
野
消
防
防
災
課
長

　

由
岐
の
高
台
整
備
計
画
は
、

由
岐
湾
内
３
地
区
の
自
主
防
災

会
連
合
会
が
、
平
成
24
年
度
か

職
員
の
配
置
は
考
え
て
い
な
い

答弁

ら
進
め
て
き
た
。
平
成
26
年
、

志
和
岐
谷
の
「
ね
ん
り
ん
」
奥

の
土
地
が
選
定
さ
れ
た
。
平
成

27
年
、
住
宅
・
住
宅
地
コ
ン
ペ

を
開
催
し
た
。
町
は
、
平
成
30

年
に
水
利
検
討
調
査
、
令
和
元

年
に
地
質
・
環
境
調
査
を
行
っ

た
。
現
在
、
図
面
等
の
閲
覧
を

行
っ
て
い
る
。
15
戸
の
住
宅
を

配
置
し
て
い
た
が
駐
車
場
造
成

等
に
よ
り
戸
数
の
減
少
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
ま
た
、
宅
地
の

開
発
に
は
現
在
の
補
助
制
度
で

は
適
切
な
補
助
制
度
が
見
当
た

ら
な
い
。
避
難
所
を
建
て
る
の

は
財
源
、
維
持
管
理
な
ど
難
し

い
。
地
域
の
方
と
相
談
し
た
い
。

●
答
弁
　
浜
総
務
課
長

　

地
域
と
行
政
の
在
り
方
に
つ

い
て
十
分
検
討
し
、
で
き
る
限

り
柔
軟
に
対
応
す
る
。
現
在
の

と
こ
ろ
は
地
域
担
当
職
員
と
し

て
地
域
に
配
置
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

●
答
弁
　
寶ほ

う
木き

住
民
生
活
課
長

　

町
営
住
宅
は
１
８
６
戸
あ
り
、

ト
イ
レ
の
水
洗
化
が
で
き
て
い

る
の
は
１
６
７
戸
。
老
朽
住
宅

の
入
居
者
募
集
、
改
修
の
予
定

は
な
い
。

●
答
弁
　
大
三
福
祉
課
長

　

聴
覚
障
が
い
で
身
体
障
害
者

手
帳
を
受
け
て
い
る
人
へ
補
装

具
費
支
給
制
度
に
よ
り
補
聴
器

を
支
給
し
て
い
る
。
利
用
者
は

補
聴
器
購
入
費
用
の
１
割
を
負

担
し
て
い
る
。
生
活
保
護
受
給

世
帯
や
町
民
税
非
課
税
世
帯
の

場
合
の
負
担
は
な
い
。
令
和
元

年
度
以
降
16
台
交
付
。
ま
た
、

手
帳
の
な
い
軽
度･

中
等
度
難

聴
児
の
発
逹
支
援
と
し
て
、
３

人
に
交
付
。
他
の
補
助
は
考
え

て
い
な
い
。
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● 議会広報特別委員会 ●
〈委員長〉北山朝彦　〈副委員長〉小部博正
〈委員〉片山正敏　鈴木健宏　遊亀聖悟

お問い合わせ・ご意見は　TEL：77－3630
徳島県海部郡美波町奥河内字本村18番地１
E-mail：gikai@minami.i-tokushima.jp

印刷／米崎印刷株式会社

議会改革へ、スタート！

【議会改革特別委員会設置の目的は】
　町民の負託に応え、今以上に信頼される議会に
なることを目標に、第一に議会が一丸となり相互
の討議を通じて合意形成を図ること、第二にその
結果、集約した意思を踏まえて、執行機関に対す
る監視、提言及び政策提案等を行うことが必要で
あると考える。このことから議会運営のルールや
在り方等をゼロベースで見直すため、特別委員会
を設置するものである。（提案理由より）

■議会改革検討・推進特別委員会構成（定数６人）
◎戎野博委員長　〇鈴木健宏副委員長　・片山正敏、小部博正、春田裕計、遊亀聖悟・各委員

◆戎野委員…『議会基本条例』を作り「見える議
会」へ『議会のテレビ中継化』を進
めたい。

◆鈴木委員…町民とともに考える一般会議の設置
を目指したい。

◆片山委員…住民から頼られ、信頼される議会と
なるよう取り組みます。

■各委員の『議会改革』への思い、抱負。

議会の改革って
何するの？

町民の視点に立っての『情報公開』と説明責任を果たしていく。
政策提言等を進める。

その具体的な取り組みは？ 議会報告会、意見交換会など『見える・解る、参画する議会』を進める。

議会、議員の
目指す方向性と姿勢は？

改革への『議会基本条例』を定め、地域と時代に合う条例の見直し
と多様性と応答性を高める。

その具体的な取り組みは？ 傍聴規則の改正からはじめていく。

◆小部委員…積極的な政策提言ができる議会を
実現したい。

◆春田委員…次世代へバトンタッチする為、議
会環境整備を行う。

◆遊亀委員…一つづつ、活動と結果をみえる形
で積み上げていきます。


